
取付手順

安全金具シリーズ

レバーラッチLL-66S取付説明書
このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございます。
取付作業前に本書をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。
取付後は、本書をいつでも取り出せるよう保管してください。

本製品について
本品は吊戸棚などの扉が、地震などの揺れで開いてしまうのを防止するレバー式のラッチです。
内容物が移動することによって予想を越える衝撃が加わると、扉が開いてしまう場合があります。
重量物などの収納は避けてください。
推奨扉サイズ : 高さ 700mm以下×幅500mm以下
適応キャビネット : 扉下面が地板下面より34mm以上出っ張っていること
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手順1．扉の裏面と地板下面への罫書く

手順2．ラッチ本体の仮止め
1. 地板下面の取付位置に受座を中央の長穴だけで仮止めする。
2.ラッチ本体は、扉の端面と平行、受座はキャビネットの前面と平行になるよう注意して取り付ける。

扉の開閉操作方法
●扉を閉めれば、ラッチが受座がかみ合い、扉を自動的に開かなくします。
●扉を開ける時は、レバーをつまみながら扉を開けてください。
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手順3．扉を開閉してラッチの掛り具合をチェックする
地板の取付面とラッチ本体が平行になるよう調整する。
調整後に※ 2のねじ（手順2．の図参照）と、全てのねじをしっかりと締め込む。

注） 吊元丁番で扉の目地調整などを行った場合は、再度調整をしてください。
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1. 扉の側端から60mm（最小）
のところで垂直に基準中心線
を引く。

2.扉の基準中心線を、扉を閉め
た状態で地板の下面に写す。

3.深さ2～3mmの下穴を
あける。

注 )パッキンが付いている時は
※ 1の寸法からパッキンの
厚み分を引いてください。

使用中の調整、メンテナンス
長期間の使用で扉が反ったり、垂れ下がったりすると正常に作動しなくなることがあります。
その場合は、扉の建て付けを調整するか、本品の取付位置を調整してください。
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